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１１  定定住住自自立立圏圏共共生生ビビジジョョンンのの概概要要 

（１）定住自立圏の名称 

湖西市定住自立圏 

 

（２）圏域の区域 

湖湖西西市市（（湖湖西西地地域域・・新新居居地地域域））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）共生ビジョンの目的・役割 

本ビジョンは、湖西市定住自立圏形成方針に基づき、技術立国日本発祥の地とし

ての伝統を継承しつつ、市民が安全・安心に暮らせる地域社会を確立するなど、湖

西地域と新居地域が互いに連携・協力し、魅力あふれる自立した圏域を形成するた

め、圏域が目指す将来像を実現するための具体的な取り組みを示すものです。 

 

（４）共生ビジョンの期間 

本ビジョンの計画期間は、平成25年度から平成29年度までの5年間とし、毎年度所

要の見直しを行います。 
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２２  圏圏域域のの現現況況とと課課題題 

（１）圏域の沿革 

合併前の湖西市は、江戸時代、東海道五十三次の32番目の宿場町であった白須賀

が交通の要衝として栄え、明治21年に東海道本線が開通すると「まち」の中心は鷲

津に移り、昭和30年に2町3村（鷲津町、白須賀町、新所村、入出村、知波田村）の

廃置分合によって湖西町となり、昭和47年に市制を施行しました。 

新居町は、江戸時代、東海道を往来する旅人や江戸に入る鉄砲を取り締まる関所

が設置され、東海道31番目の宿場町として栄えました。明治22年の町村制施行によ

って敷知郡新居町に、明治29年に浜名郡新居町となりました。 

地勢的にも両市町のつながりは深く、また共通の課題もあって、病院や消防、し

尿処理など住民に身近な事務を共同で処理を行ってきました。 

平成22年3月には、地方分権の受け皿となり得る、より高度で安定した行財政基

盤を有する自治体を目指して合併し、圏域の振興や発展に取り組んでいます。 

 

（２）圏域の位置・地勢 

湖西市は、静岡県の最西端に位置し、東はわが国でも指折りの汽水湖である浜名

湖に、南は遠州灘に接し、北西は湖西連峰の山々を有する自然豊かなまちです。北

は浜松市に、西は愛知県豊橋市に接し、東京と大阪のほぼ中間に位置しています。 

また、ＪＲ東海道本線、天竜浜名湖線や東名高速道路、国道1号など交通の便も

良く、東海道ベルト地帯の交通の要衝となっています。さらに、新東名高速道路の

開通や三遠南信自動車道の整備推進により、今後、湖西市の利便性がさらに高まる

ことが予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜市の概要＞ 

人口 61,531 人 

面積 86.65 ㎢ 

平成 25 年 9 月 30 日現在 
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10.2 52.7 37.2

14.3 64.3 21.4

15.5 68.6 15.9

18.8 70.1 11.1

24.7 66.1 9.1
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Ｓ55年

H２年

H12年

H22年

H52年

年齢３区分別人口推移・人口予測

０～14歳（年少人口） 15～64歳（生産年齢人口） 65歳以上（老年人口）

（３）人口の動向 

①①市市のの人人口口推推移移・・人人口口予予測測  

湖西市の人口は平成12年まで増加傾向にありましたが、平成22年に60,107人と

減少に転じ、今後も人口は減少傾向が続くと見込まれます。また、昭和55年から

平成52年の国の減少率が8.4％であるのに対し、市の減少率は10.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 推計人口は国立社会保障・人口問題研究所 

  

②②年年齢齢33区区分分別別人人口口  

年少人口の割合は昭和 55 年からの 30 年で約 10％、平成 22 年からの 30 年で約

4％減少しています。一方、老年人口の割合は昭和 55 年からの 30 年で約 12％、そ

の後の 30 年で更に増加し、平成 52 年には 37.2％を占めることが見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 平成52年は国立社会保障・人口問題研究所 
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（４）市民ニーズの意向 

平成24年度の市民意識調査結果では、「住みやすい」と「まあまあ住みやすい」

を合わせた『住みやすい』は73.2％となっています。また、「住みにくい」と「あ

まり住みやすくない」を合わせた『住みにくい』は18.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民意識調査結果 

 

「住みにくい」、「あまり住みやすくない」と回答した人の理由は、「交通の便が

良くない」が47.3％と最も多く、「買い物や外食が不便」が44.5％、「公共交通機

関が不便である」が41.1％、「医療・福祉サービスが充実していない」が40.4％、

「災害が心配である」が37.0％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民意識調査結果 

交通の便が良くない

買い物や外食が不便

公共交通機関が不便である

医療・福祉サービスが充実していない

災害が心配である

悪臭が気になる

公共施設が充実していない

都市基盤が整備されていない

自然環境が損なわれている

居住用の土地が求めにくい

地域での人間関係が良くない

子育てがしにくい

子どもの教育環境が良くない

在住外国人との共生が遅れている

犯罪が多い

その他

47.3

44.5

41.1

40.4

37.0

24.0

20.5
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7.5

7.5

6.8

5.5

4.1

2.7

0.7

6.2

0 10 20 30 40 50

（％）

（Ｎ＝146）

◆時系列比較 

回答項目 H23 年度 H24 年度 
比較 

(H24-H23) 

住みやすい 19.0% 26.7% 7.7% 

まあまあ住みやすい 56.7% 46.5% △10.2% 

計「住みやすい」 75.7% 73.2% △2.5% 

住みにくい 11.2% 15.8% 4.6% 

あまり住みやすくない 5.7% 3.0% △2.7% 

計「住みにくい」 16.9% 18.8% 1.9% 

 

市民意識調査結果

どちらともいえない
5.0％

無回答
3.1％

まあまあ住みやす
い 46.5％

あまり住みやすくな
い

15.8％

住みにくい
3.0％

住みやすい
26.7％

（Ｎ＝779）
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（５）人口の流入・流出の動向 

平成22年の流入人口は17,224人、流出人口は9,956人となっており、各年ともに、

流入人口が流出人口を上回っています。流入・流出人口の推移を見ると、平成12

年から平成22年までの10年間で、流入人口は1,631人、流出人口は3,807人、それ

ぞれ減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

人口の流入・流出のほとんどは浜松市、及び豊橋市との間におけるもので、全

体の約9割を占めています。平成22年の浜松市からの流入人口は9,044人、豊橋市

からの流入人口は6,179人で、平成22年の浜松市への流出人口は5,769人、豊橋市

への流出人口は2,843人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

流入・流出人口推移
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（６）産業の動向 

①①就就業業人人口口推推移移  

湖西市の就業人口は平成7年まで増加傾向にありましたが、平成12年以降は年々

減少し、平成22年では31,794人と、昭和60年以来過去最低となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

②②工工業業  

製造品出荷額等は年々増加し、平成20年が最も多く、平成22年は1兆6,055億円

となっています。一方で事業所数は減少傾向にあり、平成22年は241で、平成12

年からの10年間で106減少しています。また、1事業所あたりの製造品出荷額等は

平成22年では66億6,200万円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：工業統計 

※事業所は従業員数4人以上が対象 
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③③農農業業・・漁漁業業  

○ 農業従事者数推移 

湖西市の農業従事者数は年々減少しており、平成22年には1,831人となってい

ます。平成7年からの15年間で、1,918人減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林業センサス 

※平成17年以降は販売農家の数値 

 

 

○ 海面漁業の経営別経営体数推移 

湖西市の海面漁業の経営別経営体数推移は年々減少しており、平成20年には

175経営体となっています。平成5年からの15年間で、88経営体減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：漁業センサス 
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④④商商業業  

湖西市の商店数は年々減少しており、平成19年は578店で、平成9年からの10年

間で193店減少しています。また、年間商品販売額は平成11年以降減少傾向にあり

ましたが、平成19年には増加に転じており、610億9,000万円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：商業統計 

 

 

商店数と年間商品販売額の推移
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（７）生活機能の動向 

①①医医療療  

○ 種類別医療施設数・医療関係従事者数推移 

湖西市の医療施設数は、いずれの施設もそれぞれほぼ横ばいで推移していま

す。平成23年は一般診療所が45か所、施術所が33か所、歯科診療所が24か所、

病院が2か所となっており、助産所は各年0か所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：静岡県西部健康福祉センター 

 

湖西市の医療関係従事者数は、平成18年から平成22年の間で、歯科医師が2

人、薬剤師が11人、助産師が6人、それぞれ減少しています。一方で、医師は2

人、保健師は8人、看護師は32人、准看護師は6人、施術者は19人、それぞれ増

加しています。 

 

◆医療関係従事者数推移 

 医師 歯科医師 薬剤師 助産師 保健師 看護師 准看護師 施術者 

平成 18 年 58 33 74 7 21 215 84 38 

平成 20 年 54 31 68 1 24 217 90 43 

平成 22 年 60 31 63 1 29 247 90 57 

資料：医師・歯科医師・薬剤師は厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」 

助産師・保健師・看護師・准看護師は厚生労働省「看護職員就業状況調査」 

施術者は静岡県西部健康福祉センター 
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○ 救急車の搬送地域 

救急車の搬送地域の中心は市内となっていますが、浜松市と県外の合計が約3

割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：湖西市消防本部 

 

 

 

◆救急搬送人員とその搬送地域 

 市内 浜松市 県外 その他 合計 

平成 22 年 1,235 315 180 7 1,737 

平成 23 年 1,301 325 209 7 1,842 

平成 24 年 1,224 370 222 11 1,827 

資料：湖西市消防本部 
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○ 各種検診の受診率・受診者数推移 

湖西市の各種検診の受診率はいずれも5割を下回っており、特に前立腺がんと

胃がんは2割以下で、目立って低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：健康増進課 

 

 

 

◆各種検診の受診者数推移 

 胃がん 大腸がん 前立腺がん 肺がん 子宮頸がん 乳がん 合計 

平成22年度 2,648 2,886 977 6,767 1,757 1,626 16,661 

平成23年度 2,418 3,151 938 6,750 1,715 1,717 16,689 

平成24年度 2,369 3,229 983 6,947 1,715 1,580 16,823 

資料：健康増進課 

※健診により対象となる受診者の性別や年齢が異なる 

※子宮頸がんは前年に検診を受けていない方が対象 
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②②福福祉祉  

○ 保育園・幼稚園の利用状況 

保育園利用者数は777人、幼稚園利用者数は1,064人で、幼稚園に就園できる3

歳児以上ではほとんどの児童が保育園または幼稚園のいずれかに就園していま

す。保育園に就園する児童数は、1歳児が最も多く、3歳児で若干増加しますが、

その後の就園児童数にはほとんど差がありません。 

 

◆保育園・幼稚園の利用状況（平成25年5月1日現在の在籍） 

区分 
総数 

保育園 幼稚園 計 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 

a b b÷a c c÷a b＋c (b＋c)÷a 

0 歳児 499 40 8.0% － － 40 8.0 

1 歳児 492 132 26.8% － － 132 26.8 

2 歳児 512 134 26.2% 3 0.6% 137 26.8 

3 歳児 530 159 30.0% 348 65.7% 507 95.7 

4 歳児 516 150 29.1% 350 67.8% 500 96.9 

5 歳児 539 162 30.1% 363 67.3% 525 97.4 

計 3,088 777 25.2% 1,064 34.5% 1,841 59.6 

資料：学校基本調査、幼児教育課 

※年齢は平成25年3月31日現在 

 

○ 子育て支援センター「わくわく広場」の地域別利用者数（子ども）推移 

子育て支援センター「わくわく広場」の地域別利用者数（子ども）は市内利

用者数・市外利用者数ともに年々増加しており、平成24年度の利用者数合計は

11,891人となっています。また、市外利用者数の割合は年々増加していて、平

成24年度には13.1％となっています。 

 

◆子育て支援センター「わくわく広場」地域別利用者数（子ども）推移 

 市内利用者数 市外利用者数 利用者数合計 

平成 22 年度 6,859 232 7,091 

平成 23 年度 10,843 975 11,818 

平成 24 年度 10,333 1,558 11,891 

資料：子育て支援センター 

※平成22年5月30日開所 

 

（人） 

（人） 
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○ 要支援・要介護認定者数の推移 

要支援・要介護認定者数は年々増加しており、平成24年には1,789人となって

います。平成20年からの4年間で、219人増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：介護保険事業状況報告 

※各年9月分 

 

○ 介護老人福祉施設サービスの受給者数の推移 

介護老人福祉施設サービスの受給者数は年々増加傾向にあり、定員数が105

人増加した平成24年度には、受給者数は前年度に比べ100人多い254人となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：長寿介護課 

※受給者数は市外の施設を含め、湖西市の被保険者が当該サービスを受けた年度末の人数 

※定員数は市内の施設のみで、各年度当初の定員 

 

要支援・要介護認定者数の推移
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③③教教育育  

○ 講座の申込者数・申込率の推移 

社会教育課が開催している各種講座の申込者数は、平成22年度は1,046人、平

成23年度は1,017人、平成24年度は1,020人で、申込率はいずれの年も8割を超え

ています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：社会教育課 

 

○ 体育施設等の利用者数の推移 

アメニティプラザの利用者数は、指定管理者制度に移行した平成23年度に前

年度より約1万人増加し、平成24年度は278,808人となっています。体育施設の

利用者数は若干の変動があるものの、毎年度約21万人の方が利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：スポーツ推進課 

※体育施設の利用者は運動公園、運動広場、体育館のほか、学校開放分(運動場、体育館、武道場)を含む 

※新居体育館の利用者は弓道場、庭球場分のみを計上 

講座の申込者数・申込率の推移

1,2421,1991,256
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④④土土地地利利用用  

市の面積の約1/8(11.52㎢)の市街化区域と、市街化調整区域内の指定大規模既

存集落地に指定された5つの地区を中心に集落を形成しています。市街化区域は、

3つのＪＲ駅周辺に駅から1～1.5㎞圏内に形成され、市街化区域内の人口集中地区

に住む市民は人口の約半数の31,907人です。 

産業面については、従業員数が多い事業所はＪＲ駅周辺や新幹線沿線に多く立

地し、大規模商業施設は鷲津駅周辺と新所原駅南側に立地しています。また、総

合パイロット事業をはじめ、各種の土地改良事業により整備された優良農地が市

内各所にありますが、近年は耕作放棄農地が徐々に増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画課 
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⑤⑤環環境境  

平成24年度における一般廃棄物の排出量は21,062ｔで、前年度の20,555ｔに比

べ約2.5％増加しています。また、リサイクル率は平成21年度から上昇傾向にあり、

平成24年度では36.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：ごみ減量課 

 

 

一般廃棄物排出量とリサイクル率の推移
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⑥⑥危危機機管管理理  

静岡県が取りまとめた第4次被害想定の中で、レベル2と位置付けられた地震と

津波による湖西市内の死者数は5,000人と想定されています。そのうち、津波によ

る死者は4,300人で、死者数の約9割を占めると考えられています。さらに、市内

に約25,000ある建物のうち、約6割の15,000棟が全壊消失すると想定されています。 

 

◆静岡県第4次被害想定と湖西市の被害想定 

災害 
レベル１の地震・津波 レベル２の地震・津波 

県内 湖西市 県内 湖西市 

地震動 
震度 7の範囲（k㎡） 344 1.5 344～732 1.5～60.7 

震度 6強の範囲 2,042 55.2 1,276～2,042 8.2～55.2 

浸水深 
1 ㎝以上の範囲（k㎡） 28.8 2.2 158.1 8.6 

 うち 2ｍ以上 9.0 1.2 68.5 6.8 

建物被害 
全壊焼失（棟） 260,000 4,600 304,000 15,000 

 うち地震動・液状化 172,800 3,450 192,800 11,050 

人的被害 
死者数 16,000 70 105,000 5,000 

 うち津波 9,000 0 96,000 4,300 

資料：静岡県、湖西市危機管理課 

 

南南海海トトララフフ巨巨大大地地震震((ケケーースス11))  最最大大浸浸水水深深図図（（ｍｍ））  湖湖西西市市  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：静岡県 
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（８）ネットワークや観光の動向 

①①地地域域間間ののネネッットトワワーークク  

市内の道路交通は、浜名湖岸に沿って南北方向に配置されている国道301号に、

国道1号・42号などの主要幹線道路や、主要地方道路豊橋湖西線などの幹線道路が

東西に配置された体系になっています。 

鉄道交通は、東海道本線と天竜浜名湖鉄道があり、3つのＪＲ駅と天竜浜名湖線

の4つの駅が設置されています。 

バス路線は、民間の路線バスが1路線で、路線バスを補完する形で市がコミュニ

ティバスを運行しています。 

現在の公共交通網の体系や集落が点在しているため、公共施設や病院などへの

移動は自動車による移動が中心となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：湖西市総合交通ビジョン 
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②②幹幹線線道道路路のの交交通通量量  

広域交通を処理する国道１号線バイパスは、概ね3～4万台/日の交通量で、市街

化区域内を通過する国道1号線や国道301号線、主要地方道豊橋湖西線の交通量が1

万台/日以上となっています。そのため、白須賀地区内や、新居町駅～新弁天の国

道1号、知波田地区内の国道301号の混雑度が高く、ピーク時には交通渋滞が発生

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成22年道路交通センサス 
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③③観観光光  

770,577人を記録した平成20年度以降、リーマンショックや東日本大震災後の自

粛ムードによる影響を受け、平成21年度と平成23年度の観光交流客数は前年度よ

り大きく減少しています。主な理由は、海釣公園・海湖館の観光レクリエーショ

ン客数と旅館・ホテルなどの宿泊客数の減少です。平成24年度には622,437人と、

前年度の588,158人に比べ約35,000人増加しているものの、湖西市の観光交流客数

は減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：静岡県観光レクリエーション統計 

※潮見峠を除く 

 

（９）人材の活用や育成 

ボランティアやＮＰＯなどによる市民活動も増えることが予想されますが、コ

ミュニティ活動は、この4年間活動団体の登録者数等はほとんど変化していない状

況となっています。 

 

◆市民活動の担い手の登録者数等の状況 

 ＮＰＯ法人（団体数） ボランティア（団体数・人） 達人録（人） 

平成 21 年度 13 62 495 139 

平成 22 年度 13 81 482 319 

平成 23 年度 13 76 512 319 

平成 24 年度 13 63 420 299 

資料：市内にあるＮＰＯ法人は市民協働課 

ボランティアは湖西市社会福祉協議会 

様々なジャンルで活躍する講師や指導者として登録する達人録は社会教育課 

観光交流客数推移
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（10）課題のまとめ 

①①人人口口  

人口の減少傾向は全国的なものであり、将来的な人口の減少率は都市部より本

市のような地方圏の方が大きくなることが予想されています。ただし、流入人口

が流出人口を上回る本市の場合は、市街化区域内での未利用地の利用推進や少子

化に歯止めをかける施策、昼間人口と夜間人口の差をできる限り定住に取り込む

ための施策などを推進することで、人口が増加する可能性を秘めています。 

 

②②産産業業  

市内の事業所や店舗、農業・漁業の従事者数等は年々減少し、経営活動を取り

巻く環境は急激な変化や競争の激化など一層厳しいものとなっています。そうし

た経済環境の変化に対応し本市の産業が持続的に発展するためには、多極・多様

化する経営活動の支援やその環境を整備していくことが必要になっています。 

 

③③生生活活機機能能  

住みやすいまち、住みたいまちになるためには、病院や開業医等が連携した地

域医療体制の構築や、子どもからお年寄りまでが暮らしやすい地域福祉の充実、

快適な住環境の整備、災害から身を守る防災・減災などの取り組みを充実させ、

より本市の生活機能を向上させていくことが求められています。 

 

④④地地域域間間ののネネッットトワワーークク  

市民の利便性の向上や産業活動を支えるために、人の動きや都市間連携を考慮

した幹線・生活道路の整備が必要です。また、集落が点在している本市は、鉄道

や車以外の移動が困難な人・地域など、誰もが便利で利用しやすい地域公共交通

の充実を図っていく必要があります。 

さらに本市の歴史や伝統、文化を活かし次世代に継承しながら、まちの魅力を

高めるためには、市民がまちの魅力をより認識・再確認する取り組みや、外部へ

情報発信する取り組みを強化していかなければなりません。 

 

⑤⑤人人材材のの活活用用やや育育成成  

まちの誇りを創造するのは「人」です。まちづくりは行政だけでなく、市民等

と一緒に市民協働による「まちの魅力」を創造・進展させていくためには、本市

の環境や伝統を磨き、未来を担う人づくりを目指していく必要があります。 
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３３  圏圏域域のの将将来来像像 

 

北西に湖西連峰、東に浜名湖、南は遠州灘に囲まれ、豊かな緑と水辺を有する本市

は、平成22年3月23日に湖西市と新居町が合併し、新たな湖西市として誕生しました。

合併により互いの長所を活用して、商業・工業・農業のバランスのとれた一回り大き

なまちとなり、公共施設の利用におけるサービスの充実や、行政組織における合理化

の推進など、大きな効果が生まれています。 

これからの我が国は、少子高齢化や都市部への人口流出などによる人口減少、医師

不足、耕作放棄地の増加、地域経済の停滞に伴う税収不安など、多くの重要課題を抱

えています。そうした課題は、本市においても例外ではなく、さらに東日本大震災を

教訓として南海トラフの巨大地震や津波に対する防災・減災対策も新たな課題となっ

ています。 

このような状況を踏まえ、技術立国日本発祥の地としての伝統を継承しつつ、市民

が安全・安心に暮らせる地域社会を確立するため、中心地域の都市機能の充実と、連

携地域も含めた公共交通や地域コミュニティの強化を図り、圏域が一体となって「定

住」のための暮らしに必要な機能を確保することが必要となっています。 

このため、湖西地域を中心地域、新居地域を連携地域とした「湖西市定住自立圏」

の構築を掲げ、圏域の生活機能の強化、結びつきやネットワークの強化、圏域全体の

総合的マネジメントを行うことにより、圏域の将来像である市民協働で創る「市民が

誇れる湖西市」の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 32 年度 64,000 人 
 

圏域の将来像 

将来目標人口 
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（（２２））結結びびつつききややネネッットトワワーーククのの強強化化にに係係るる取取りり組組みみ  

（（３３））圏圏域域ママネネジジメメンントト能能力力のの強強化化にに係係るる取取りり組組みみ  

○ 地域医療体制の充実 
○ 疾病の予防及び健康づくりの支援 

○ 地域公共交通の確保と効率的な運用 

○ 研修・交流等による職員のマネジメント能力の養成 

○ 生涯学習の場の提供 
○ 教育・スポーツ環境の充実 

○ 市街化区域内未利用地の利用促進及び市街化調整区域への地区計画の導入 
○ 耕作放棄地の解消に向けた対策 

○ ６次産業化への支援及び地域ブランドの発掘 
○ 商業エリアの活性化及び商業経営基盤の強化支援 
○ 企業立地の推進及び企業の支援・育成 

○ 新エネルギー等の導入 
○ 環境負荷の少ない資源循環型社会の構築 
○ 生活排水の浄化 

○ 子育て支援体制の充実 
○ 高齢者の福祉環境の整備・充実 

○ 地震・津波に対する防災・減災まちづくり 
○ 市民の生命や財産を守る消防力の強化 

○ 地域情報の連携強化 

○ 基幹道路ネットワーク及び生活幹線道路の整備 
○ 駅周辺整備の推進 

○ 歴史・文化資源等を活用した交流の促進 
○ 再来型・滞在型観光の促進 

○ 市民活動の推進 

ア 医療 

イ 福祉 ウ 教育 

オ 産業振興 

カ 環境 

エ 土地利用 

キ 防災・消防 

ア 地域公共交通 

イ デジタル・ディバイドの解消へ向けたＩＣＴインフラ整備 

ウ 道路等の交通インフラの整備 

エ 地域内外の住民との交流・移住促進 

ア 人材の育成 

イ 外部人材の確保・連携 

（（１１））生生活活機機能能のの強強化化にに係係るる取取りり組組みみ  

定住自立圏共生ビジョン体系図 
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４４  定定住住自自立立圏圏形形成成方方針針のの具具体体的的なな取取りり組組みみ 

（１）政策分野「生活機能の強化」に係る取り組み 

 

 

取 組 コ ー ド 1-ア-(ア) 取り組みの方向 地域医療体制の充実 

（取組内容） 本圏域における地域医療の中核を担う病院と一般診療所等との連携を強化・支援し、地域医療体制の充実を図る。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、2 つの病院が圏域内の診療所等との連携を強め、安定的に医療を提供

する。 

（ｂ） 
連携地域においては、診療所等が病院との連携を図りながら、市民が安心できる医療を提供

する。 

       

事 業 コ ー ド 1-ア-(ア)-1     健 康 増 進 課 

事 業 名 初期救急医療体制整備事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 市内 25 医療機関の開業医輪番制による休日・祝日の救急医療業務を行う。 

期 待 さ れ る 

効 果 
休日・祝日の昼間の診療体制を整備することにより、市民の救急医療に対応できる。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

4,636 4,701 4,636 4,636 4,636 23,245 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 休日・祝日の昼間診療実施率 
現況値(H27) 100％ 

目標値(H32) 100％ 

       

事 業 コ ー ド 1-ア-(ア)-2     健 康 増 進 課 

事 業 名 救急医療体制強化促進事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 浜名病院に対する休日夜間救急医療事業補助を行う。 

期 待 さ れ る 

効 果 
休日・夜間などにおける救急医療の場をより確保できる。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

15,522 15,557 15,593 15,558 15,558 77,788 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 休日夜間救急医療対応医院数 

現況値(H27) 
日曜・祝日 2箇所 

平日・土曜(夜間)4 箇所 

目標値(H32) 
日曜・祝日 2箇所 

平日・土曜(夜間)4 箇所 

アア  医医療療  
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事 業 コ ー ド 1-ア-(ア)-3     病 院 管 理 課 

事 業 名 病院事業（高度医療） 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
病院の MRI、CT、血管造影撮影装置により高度な診断を実施するとともに、一般診療所等からの検査依頼も引き

受け、市民へ医療サービスを提供する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
地域における市民への医療サービスの充実を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

812,537 758,000 1,016,400 1,017,400 1,017,400 4,621,737 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 医師数 

現況値(H27) 16 人 

目標値(H32) 18 人 

 

取 組 コ ー ド  1-ア-(イ) 取り組みの方向 疾病の予防及び健康づくりの支援 

（取組内容） 
疾病の早期発見・早期治療のため、各種健診事業を実施するとともに、生活習慣病の予防に関する知識の普及に

努める。 

 （機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、健康や疾病予防に関する情報を市民に提供し、健康管理に対する意識

を向上させる。 

（ｂ） 連携地域においては、健康づくりなどの情報を共有し、健康管理に対する意識を向上させる。 

       

事 業 コ ー ド 1-ア-(イ)-1     健 康 増 進 課 

事 業 名 生活習慣病健診事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
健康増進法に基づく保健事業として、主に 40 歳以上の市民を対象に各種検診を実施する。（生活習慣病予防健診、

胃がん、大腸がん、前立腺がん、子宮頚がん、乳がん、肝炎、骨そしょう症、歯周病検診等の検診） 

期 待 さ れ る 

効 果 
生活習慣病の早期発見、早期治療、早期予防が可能となり、市民の健康維持と医療費の削減が期待される。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

73,017 75,752 83,342 83,403 83,403 398,917 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 

健康増進事業費補助金  県 2/3（生活習慣病予防健診、肝炎、骨そしょう症、歯周病検診） 

疾病予防対策費等補助金 国 1/2（Ｈ25～Ｈ27 大腸がん・子宮頸がん、乳がん 

Ｈ28 子宮頸がん、乳がん） 

重要業績評価指標(KPI) 大腸がん検診の受診率 

現況値(H27) 30.5％ 

目標値(H32) 40.0％ 
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取 組 コ ー ド 1-イ-(ア) 取り組みの方向 子育て支援体制の充実 

（取組内容） 
子どもやその保護者たちが相互の交流を図る場を充実し、子育て支援サービスを向上する。また、幼稚園や保育

園、学校、関係機関などが相互の連携を図り、子どもたちが健やかに成長できる環境づくりを進める。 

（機能分担） 

（ａ） 

中心地域においては、子育て等に関する情報発信に努め、子どもを安心して産み育てること

ができる環境の充実を図る。また、子育て支援に携わる市民の活力を生かし、ふれあいの場の

充実を図る。 

（ｂ） 
連携地域においては、子育て支援センターを核とした子育ての情報発信・サービスの向上に

努め、子育て家庭との連携を深めながらふれあいの場の充実を図る。 

       

事 業 コ ー ド 1-イ-(ア)-1     子 育 て 支 援 課 

事 業 名 子育て支援センター運営事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 

「もぐもぐタイム」「たまごちゃん広場」などのほか、「のびりん祭（子育て支援センター祭）」や季節ごとのイ

ベントを実施し、親子のふれあいや親子同士の相互交流の場を提供しながら児童の健全な育成を図る。また、各種

相談を実施することで子育てに関する親の不安を解消していくように努める。 

期 待 さ れ る 

効 果 

保護者の育児不安の解消を図るとともに、遊びを通して親子のふれあいや親子同士の交流の場を提供し、子ども

の健やかな成長を支える。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

5,072 4,825 7,263 8,765 8,800 34,725 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 子育て支援センター利用者数 
現況値(H27) 25,065 人 

目標値(H32) 28,000 人 

 

イイ  福福祉祉  
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取 組 コ ー ド  1-イ-(イ) 取り組みの方向 高齢者の福祉環境の整備・充実 

（取組内容） 
在宅福祉をはじめとする福祉環境を整備し、高齢者自ら主体的に健康づくりや介護予防に取り組めるよう支援す

る。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、在宅福祉等に関する情報を発信するとともに、生きがいづくり・健康

づくりの支援や、元気で地域社会に貢献できる場と機会の確保に努める。 

（ｂ） 
連携地域においては、老人福祉センターを核として、老人クラブやボランティア、自治会な

どが連携して、高齢者の生活を支援する。 

       

事 業 コ ー ド 1-イ-(イ)-1     長 寿 介 護 課 

事 業 名 高齢者バス利用料金助成事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 75 歳以上の在宅の高齢者に対し、年間 100 円券 33 枚を助成する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
高齢者のバスの利用料を一部助成することで、社会活動の促進及び経済的負担の軽減を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

2,756 3,237 3,564 3,846 4,500 17,903 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 高齢者バス利用料金の利用率 
現況値(H27) 42.7％ 

目標値(H32) 50.0％ 

       

事 業 コ ー ド 1-イ-(イ)-2     長 寿 介 護 課 

事 業 名 デイサービスセンター建設費借入金償還費補助 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 デイサービスセンターの建設事業費の借入金償還金を補助し、施設の運営を支援する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
「社会福祉法人の助成に関する条例」に基づき助成金を支給する 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

1,304 1,282 1,260 1,238 1,216 6,300 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 補助金交付件数 
現況値(H27) 1 件 

目標値(H32) 1 件 
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取 組 コ ー ド 1-ウ-(ア) 取り組みの方向 生涯学習の場の提供 

（取組内容） 
学校・家庭・地域が連携したネットワークの構築や情報交換ができる場を設け、生涯を通じて知識や経験を生か

した幅広い活動ができる環境を充実する。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、公民館や図書館などを核として、施設利用の増加を目指すとともに、

連携地域の施設とも協調し、文化活動や各種講座の内容を充実する。 

（ｂ） 
連携地域においては、中心地域の施設と協調し、文化活動や各種講座の内容を充実し、さま

ざまな世代による交流活動を通じ学習機会を充実する。 

       

事 業 コ ー ド 1-ウ-(ア)-1     社 会 教 育 課 

事 業 名 放課後子ども教室推進事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
放課後に学校の教室を利用し、地域の参画を得て子どもたちに学習・スポーツ・文化活動・体験活動の場を提供

し、放課後教室を開催する。 

期 待 さ れ る 

効 果 

学校・家庭・地域が連携協力し、社会全体の教育力の向上を図ることにより、子どもたちが健やかに育つことが

できる。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

3,251 2,788 2,500 3,845 3,845 16,229 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
放課後子ども教室推進事業費補助金 国 1/3、県 1/3 

重要業績評価指標(KPI) 放課後子ども教室参加児童数 
現況値(H27) 207 人 

目標値(H32) 230 人 

       

事 業 コ ー ド 1-ウ-(ア)-2     社 会 教 育 課 

事 業 名 講座及び催し物 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
西部公民館や北部多目的センター、南部地区構造改善センターで、講座等を開設する。また、地域住民のコミュ

ニティ活動の高揚を図るため、各施設でセンターまつり等を実施する。 

期 待 さ れ る 

効 果 

住民の知識の向上や健康の増進を図り、生活文化の振興に寄与するともに、地域のコミュニティ活動を推進する

ことができる。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

2,000 1,947 1,932 2,028 2,028 9,935 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 講座の開催回数 
現況値(H27) 281 回 

目標値(H32) 350 回 

 

ウウ  教教育育  
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取 組 コ ー ド  1-ウ-(イ) 取り組みの方向 教育・スポーツ環境の充実 

（取組内容） 
子どもが安心して学校生活が送れるよう施設を整備し、きめ細かな教育を行う体制を整える。また、生涯にわた

ってスポーツに親しむことができるスポーツ環境を充実する。 

（機能分担） 

（ａ） 

中心地域においては、圏域全体で個性豊かな自立的な人間を育てる教育と、安心して学習が

できる環境の充実、地域の特色ある学校づくりを推進する。また、既存の施設を活用して、ス

ポーツの普及を推進する。 

（ｂ） 

連携地域においては、圏域全体で個性豊かな自立的な人間を育てる教育と、安心して学習が

できる環境の充実、地域の特色ある学校づくりを推進する。また、既存の施設を活用しつつ、

スポーツ環境の充実を図る。 

       

事 業 コ ー ド 1-ウ-(イ)-1     
学 校 教 育 課 

幼 児 教 育 課 

事 業 名 特別支援教育推進事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
公立幼稚園や小中学校の状況に応じて、特別支援教育支援員を配置する。また、研修会を開催し、支援員の資質

向上を図るとともに、専門家による巡回相談を実施する。 

期 待 さ れ る 

効 果 

支援員を配置し、一人一人の教育的ニーズに応じた支援を行うことにより、該当児個々の成長が促されるととも

に、授業者が学級全体に目を行き届かせることが可能になり、全ての子どもに学習機会を保障することにつながる。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

30,575 33,082 33,113 36,608 39,008 172,386 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 巡回相談の実施回数 
現況値(H27) 36 回 

目標値(H32) 44 回 

       

事 業 コ ー ド 1-ウ-(イ)-2     スポーツ推進課 

事 業 名 
新居社会体育施設管理運営事業（平成 27 年度より新

居スポーツ広場公園管理運営事業に名称変更） 
関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 

新居体育館を解体し、平成 25 年度から 26 年度にかけて建て替えを行う。（平成 26 年度事業完了）新居庭球場、

弓道場については、従来どおり施設を利用開放する。また、スポーツ広場公園施設利用者が快適かつ安全に利用で

きるように公園施設の維持管理を行う。 

期 待 さ れ る 

効 果 
建て替えた新居体育館を核としてスポーツをする場と機会を提供し、市民の体力の向上や健康増進に寄与する。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

195,370 403,915 16,821 19,246 19,246 654,598 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
社会資本整備総合交付金 国 4/10（Ｈ25 年度～Ｈ26 年度） 

重要業績評価指標(KPI) 新居スポーツ広場公園利用者数 
現況値(H27) 73,241 人 

目標値(H32) 75,000 人 
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基 本 目 標 現 況 値 ( H 2 7 ) 目 標 値 ( H 3 2 ) 

市街化調整区域内の新たな宅地供給数（累計） 311 件 500 件 

 

取 組 コ ー ド  1-エ-(ア) 取り組みの方向 
市街化区域内未利用地の利用促進及び市街化調整区域への地区計画

の導入 

（取組内容） 
市街化区域内の未利用地の利用を促進するとともに、市街化調整区域の地域コミュニティ維持のため、住民主体

による地区計画の導入を推進する。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、連携地域との調和を図りながら、土地の有効活用を推進するための支

援をするとともに、地域コミュニティの維持を図る。 

（ｂ） 連携地域においては、中心地域との調和を図りながら、未利用地の利用促進を支援する。 

       

事 業 コ ー ド 1-エ-(ア)-1     都 市 計 画 課 

事 業 名 組合土地区画整理事業事務費 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 組合区画整理事業への技術支援及び公共施設の建設に際し要綱に基づき補助金を交付する。 

期 待 さ れ る 

効 果 

市街化区域内の未利用地における公共施設の整備改善や住宅地等の利用促進を計画的に実施することにより、住

みやすい居住空間等を確保する。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

920 684 1,527 22,481 22,000 47,612 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 事業実施箇所数 

現況値(H27) 0 箇所 

目標値(H32) 1 箇所 

 

エエ  土土地地利利用用  
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取 組 コ ー ド  1-エ-(イ) 取り組みの方向 耕作放棄地の解消に向けた対策 

（取組内容） 
耕作放棄地等の状況を把握し、その情報を積極的に提供し、農地の有効活用と効率的な農地の集積を図る。また、

農業後継者の育成や農業経営の近代化を支援する。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、圏域全体の農地利用の状況を把握し、効果的な農地の活用を推進する。

また、農業後継者の育成と農業経営の近代化を支援する。 

（ｂ） 
連携地域においては、優良農地の保全と耕作放棄地の減少に努め、農業後継者の育成と農業

経営の近代化を支援する。 

       

事 業 コ ー ド 1-エ-(イ)-1     農 林 水 産 課 

事 業 名 農業経営基盤強化促進対策事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
地域の中心となる農家（担い手）を育成するため、担い手への農地の集積や担い手が行なう事業への支援、経営

改善計画の認定などを行う。 

期 待 さ れ る 

効 果 
地域農業の中心となる認定農業者及び認定指向農家等の育成を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

5,280 9,726 10,282 23,025 23,025 71,338 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 

担い手育成総合対策事業費補助金 県 10/10 

経営所得安定対策推進事業補助金 県 10/10 

重要業績評価指標(KPI) 認定農業者認定数 
現況値(H27) 86 件 

目標値(H32) 120 件 
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取 組 コ ー ド 1-オ-(ア) 取り組みの方向 6 次産業化への支援及び地域ブランドの発掘 

（取組内容） 
生産意欲のある農業者や、魅力ある付加価値の高い特産品の開発を支援するとともに、道の駅の利用拡大や関係

団体と協力し地産地消の促進を図る。 

（機能分担） 

（ａ） 

中心地域においては、道の駅を中心として農産物の販売の拡大に努め、農林水産物の需要を

発掘する。また、農業者等へ６次産業化に向けた情報を提供し、新たな地域ブランドを発掘す

る。 

（ｂ） 
連携地域においては、中心地域と異なる農林水産物を生産しており、６次産業化や地域ブラ

ンドの発掘への取り組みを推進する。 

       

事 業 コ ー ド 1-オ-(ア)-1     農 林 水 産 課 

事 業 名 農業・畜産・水産業振興事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
農業制度資金を利用して施設整備を図る農家への利子助成を実施する。また、湖西市畜産環境衛生対策協議会が

行う取り組みや、ノコギリガザミ等の栽培漁業事業に対し補助金を交付する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
農家や畜産農家、漁家の経営の安定化を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

4,528 6,335 7,100 9,926 9,926 37,815 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
農業経営基盤強化資金利子助成事業費補助金 県 1/2 

重要業績評価指標(KPI) ブランド化された農畜産物数 
現況値(H27) 3 件 

目標値(H32) 5 件 

 

事 業 コ ー ド 1-オ-(ア)-2     商 工 観 光 課 

事 業 名 道の駅潮見坂管理運営事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
地域振興施設「道の駅潮見坂」の運営管理を委託する。また、委託先業者等と合同で七夕イベントや元気フェス

タなどのイベントを開催する。 

期 待 さ れ る 

効 果 

道の駅から観光情報を発信して、市内観光施設や宿泊施設の入込客数の増加を図り、交流人口の増加によるまち

の賑わい・活気を創出する。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

26,262 27,522 27,877 29,495 28,998 140,154 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) イベント開催回数 
現況値(H27) 4 回 

目標値(H32) 5 回 

 

オオ  産産業業振振興興  
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取 組 コ ー ド  1-オ-(イ) 取り組みの方向 商業エリアの活性化及び商業経営基盤の強化支援 

（取組内容） 
既存の商業地区の活性化を図りつつ、商店街の賑わいを創出し、商業者の育成や商業環境の整備、魅力ある商品

の開発などを支援する。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、商業者とその後継者の育成を図りながら、商店と商工会、行政の協働

により、商店街の活性化を図る。 

（ｂ） 連携地域においては、中心地域や商工会などと連携して、商店街の活性化を図る。 

       

事 業 コ ー ド 1-オ-(イ)-1     商 工 観 光 課 

事 業 名  商工業振興事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 

工業を含めた対応として、中小企業の育成策である販路拡大支援事業（展示会出展補助）、次世代産業コーディ

ネート事業委託（ビジネスマッチング・新技術新産業チャレンジ支援など）、技術自主開発支援事業を実施する。

また、次世代ものづくり人材育成事業（小学生向けものづくり体験講座）、湖西市商店街イベント強化事業を実施

するとともに、商工会の事業である地域資源活用事業（あらいじゃんなど）を支援する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
 各種施策を実施し、市内商工業の活性化を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

38,653 39,944 76,642 40,988 40,988 237,215 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) イベント開催回数 
現況値(H27) 6 回 

目標値(H32) 7 回 
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取 組 コ ー ド  1-オ-(ウ) 取り組みの方向 企業立地の推進及び企業の支援・育成 

（取組内容） 
新産業分野の情報の収集や企業への行政情報の提供を行うとともに、新技術・新産業の研究等を行う企業を支援

する。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、圏域内への企業立地に向けた情報を発信する。また、新技術・新産業

の研究等を行う企業を支援する。 

（ｂ） 連携地域においては、中心地域と一体となって、商工業の振興支援をする。 

       

事 業 コ ー ド 1-オ-(ウ)-1     商 工 観 光 課 

事 業 名 中小企業事業資金融資事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 

 中小企業の経営を安定させるため、各種の制度融資等(中小企業事業資金融資、静岡県短期経営改善資金利子補

給、中小企業高度化資金あっ旋融資、小規模事業者経営改善資金利子補給、開業パワーアップ支援資金利子補給、

新分野貸付資金利子補給、成長分野貸付資金利子補給、信用保証料補給金交付)を実施する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
 中小企業者の経営の安定及び振興を図り、中小企業の健全な発展に寄与する。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

278,855 182,982 103,020 61,656 20,000 646,513 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 融資申請件数（小口・景気・短期） 
現況値(H27) 75 件 

目標値(H32) 85 件 

       

事 業 コ ー ド 1-オ-(ウ)-2     商 工 観 光 課 

事 業 名 企業立地促進事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 

市内に新たに土地を購入し、用地取得後 3年以内（造成を伴う場合は 5年以内）に業務を開始した者に対し、用

地取得奨励金(事業用地購入費の20/100または30/100を補助)や雇用奨励金(市内在住の新規雇用者1人につき100

万円を補助)、設置奨励金(新事業所の固定資産税相当額の 1/2 を補助)を交付する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
本市における企業の立地を促進し、もって本市産業の振興と雇用機会の拡大を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

249,569 186,715 243,857 288,188 217,790 1,186,119 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 

地域産業立地事業費補助金 

（用地取得奨励金及び雇用奨励金：市助成額の 1/2 以内） 

重要業績評価指標(KPI) 新規立地に対する奨励金交付件数 
現況値(H27) 1 件 

目標値(H32) 1 件 
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基 本 目 標 現 況 値 ( H 2 7 ) 目 標 値 ( H 3 2 ) 

環境に関する学習会などに参加した市民の数 400 人 550 人 

 

取 組 コ ー ド 1-カ-(ア) 取り組みの方向 新エネルギー等の導入支援 

（取組内容） 新エネルギー・省エネルギー機器の導入を図るとともに、省エネルギーの啓発に努める。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、圏域内への新エネルギー・省エネルギー対策を推進し、省エネルギー

の啓発に努める。 

（ｂ） 
連携地域においては、中心地域と一体となって新エネルギー・省エネルギー対策を推進し、

省エネルギーの啓発に努める。 

       

事 業 コ ー ド 1-カ-(ア)-1     環 境 課 

事 業 名 環境にやさしいエネルギー普及事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
新エネルギーとして太陽光発電システム、家庭用コージェネレーションシステム、家庭用蓄電池、低公害車（電

気自動車、ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車）、省エネルギーとして太陽熱利用温水器の導入者に補助を行う。 

期 待 さ れ る 

効 果 
環境にやさしいエネルギーの導入を積極的に支援することにより、ＣＯ2排出量の削減を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

15,744 15,542 9,149 15,437 10,000 65,872 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 

太陽光発電システム、家庭用コージェネレーションシス

テム、家庭用蓄電池、低公害車（電気自動車、ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾊ

ｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車）、太陽熱利用温水器に対する補助件数 

現況値(H27) 147 件 

目標値(H32) 150 件 

 

カカ  環環境境  
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取 組 コ ー ド  1-カ-(イ) 取り組みの方向 環境負荷の少ない資源循環型社会の構築 

（取組内容） 
廃棄物の発生抑制とリサイクルを推進するため、市が各種施策を実施し、住民の自主的な活動の促進を図り、市

民や事業者などの一般廃棄物の適正な処理に必要な措置を講ずることにより資源循環型社会の構築を目指す。 

 （機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、市民などへの意識啓発に努め、廃棄物の減量を図るとともに、分別の

徹底による資源化を進める。 

（ｂ） 
連携地域においては、中心地域と一体となって、廃棄物の減量を図るとともに、分別の徹底

による資源化を進める。 

       

事 業 コ ー ド 1-カ-(イ)-1     ご み 減 量 課 

事 業 名 ごみ減量化推進事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 

ごみを減量するため、木枝や草、木製家具・木くず等の資源化を図り、「ごみ分別・減量説明会」や「生ごみ減

量講習会」などを開催する。また、生ごみ消滅容器「キエーロ」の普及や生ごみ処理容器の購入者へ補助をする。

古紙・古布回収を推進するため拠点を増設する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
ごみ減量化、生ごみの堆肥化・消滅化が図られ、ごみ処理コストが低減される。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

39,494 40,139 52,314 53,221 53,221 238,389 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 出前講座受講者数 
現況値(H27) 943 人 

目標値(H32) 950 人 
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取 組 コ ー ド 1-カ-(ウ) 取り組みの方向 生活排水の浄化 

（取組内容） 浜名湖や河川の水質を保全するため、施設の改良・整備や設備の普及を促進する。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、下水道を整備するとともに、衛生プラントの施設・設備機能の向上を

図り、合併処理浄化槽の普及を促進する。 

（ｂ） 連携地域においては、下水道を整備するとともに、合併処理浄化槽の普及を促進する。 

       

事 業 コ ー ド 1-カ-(ウ)-1     下 水 道 課 

事 業 名 合併処理浄化槽補助事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、し尿と生活雑排水を併せて処理する合併処理浄化槽設置

者に対して、予算の範囲内で設置費の一部を補助する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
生活排水による公共水域の水質汚濁を防止し、水質改善を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

57,225 55,451 53,192 59,750 59,800 285,418 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 

循環型社会形成推進交付金 国 1/3 

生活排水改善対策推進事業費補助金  

県 1/3×補正係数（～Ｈ27=0.4、Ｈ28=0.36、Ｈ29=0.32） 

重要業績評価指標(KPI) 合併処理浄化槽設置者に対する補助件数の累計 
現況値(H27) 2,689 件 

目標値(H32) 3,200 件 

       

事 業 コ ー ド 1-カ-(ウ)-2     衛 生 課 

事 業 名 し尿処理費 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
市内のし尿と浄化槽汚泥を処理している衛生プラントの管理と、老朽化した施設の大規模改修を実施する。浄化

槽管理者に対して、浄化槽の適正管理のための啓発やパトロール、講習会を実施する。 

期 待 さ れ る 

効 果 

市内の衛生環境と公共用水域の水質の保全により、悪臭や害虫等の発生を予防する。また、大規模改修により、

衛生プラントの機能維持と延命化が図れる。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

120,769 352,700 528,724 462,396 136,951 1,601,540 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 

ランニングコスト率 

※平成 23 年度の搬入量 1kℓ当りの電気、主要薬剤、 

汚泥処分の合計費用の割合を 100％とする。 

現況値(H27) 95％ 

目標値(H32) 90％ 
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取 組 コ ー ド  1-キ-(ア) 取り組みの方向 地震・津波に対する防災・減災まちづくり 

（取組内容） 

地震などの情報を提供する仕組みを構築し、市民の災害に対する自助力を高める。また、市内事業所との連携、

防災ボランティアの活用や、自主防災会の組織力を向上させ、共助による減災の意識を共有する。さらに、静岡県

第４次地震被害想定に基づき、公助の基盤となる必要なハード対策を進める。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、防災マニュアルの徹底により組織力を向上し、各自主防災会や防災ボ

ランティアとの連携強化を図る。また、必要な施設・設備の充実を図る。 

（ｂ） 
連携地域においては、中心地域との協力体制を築き、地域の特性に合った防災訓練やハード

対策などを実施し、防災力を高める。 

       

事 業 コ ー ド 1-キ-(ア)-1     危 機 管 理 課 

事 業 名 防災推進事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
防災に関する市民啓発活動を推進するため、各種研修による職員の専門知識の習得を図る。また、静岡県第 4次

被害想定に基づき、水防計画・地域防災計画・津波避難計画の見直しを行う。 

期 待 さ れ る 

効 果 
いつ起こるかわからない災害に備え、職員の防災知識向上と、行政としての防災態勢の確立を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

18,847 19,778 3,215 4,623 4,650 51,113 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
緊急地震・津波対策交付金 県 1/3 

重要業績評価指標(KPI) 出前講座実施回数 
現況値(H27) 19 回 

目標値(H32) 30 回 

       

事 業 コ ー ド 1-キ-(ア)-2     危 機 管 理 課 

事 業 名 自主防災振興事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
地域防災指導員を育成する各種研修会等の実施や自主防災倉庫の整備(更新）、防災訓練の推進、防災資機材を整

備する取り組みを補助する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
自主防災組織の育成と活性化を図り、組織の強化及び防災意識の高揚を目指す。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

19,810 18,200 15,607 17,238 21,000 91,855 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
緊急地震・津波対策交付金 県 1/3 

重要業績評価指標(KPI) 地域防災訓練参加者数 
現況値(H27) 11,600 人 

目標値(H32) 12,000 人 

 

キキ  防防災災・・消消防防  
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事 業 コ ー ド 1-キ-(ア)-3     危 機 管 理 課 

事 業 名 地震対策事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
市全体による防災訓練を実施し、津波対策として避難施設整備等を行う。また、要援護者世帯を対象とした家具

転倒防止事業の推進や防災施設の整備、資機材の補充をする。 

期 待 さ れ る 

効 果 
地震災害に即応できる態勢の確立や、防災施設の資機材等の充実を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

445,536 148,474 252,216 201,440 138,800 1,186,466 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 

社会資本整備交付金（都市防災総合推進事業）     国 1/2 （Ｈ25 年度～Ｈ26 年度） 

社会資本整備交付金（都市防災総合推進事業）     国 2/3 （Ｈ27 年度～Ｈ29 年度） 

緊急地震・津波対策等交付金 県 1/2、1/3、1/12（Ｈ25 年度～Ｈ27 年度） 

緊急地震・津波対策等交付金 県 1/18（Ｈ28 年度～） 

地震津波対策事業交付金 静岡県市町村振興協会 1/3～1/18 

重要業績評価指標(KPI) 家具転倒防止事業の申請世帯数 
現況値(H27) 699 世帯 

目標値(H32) 1,500 世帯 
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取 組 コ ー ド  1-キ-(イ) 取り組みの方向 市民の生命や財産を守る消防力の強化 

（取組内容） 
消防本部の施設や整備を充実し、消防力の強化を図る。また、火災や災害時の活動の要となる消防団との連携を

高め、地域の安全確保に努める。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、施設・設備の充実を図りながら、火災などの予防啓発を徹底し、圏域

全体で信頼される協力体制を構築する。 

（ｂ） 
連携地域においては、講習会や訓練へ積極的に参加するとともに、災害やその予防方法など

の理解を深める。 

       

事 業 コ ー ド 1-キ-(イ)-1     消 防 総 務 課 

事 業 名 消防団拠点施設整備事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
消防団に配備してあるポンプ、車両等を計画的に更新する。（消防ポンプ自動車の更新、可搬運搬車・可搬式動

力消防ポンプ・震災時救出活動資機材の購入） 

期 待 さ れ る 

効 果 

災害時に活動の拠点となる詰所・器具庫を整備すると共に、災害活動を安全・迅速・確実に行えるように車両等

の更新整備を行う。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

103 0 17,858 83 22,880 40,924 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
緊急地震・津波対策等交付金 県 1/3 

重要業績評価指標(KPI) ポンプ、車両等の更新完了台数 
現況値(H27) 2 台 

目標値(H32) 16 台 

       

事 業 コ ー ド 1-キ-(イ)-2     警 防 課 

事 業 名 通信指令装置・消防救急無線整備事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
119 番通報の受付、出動隊管理、出動指令放送、各種災害情報や気象情報の受信伝達が常に正常に行えるように 

するため、通信指令装置及び消防救急無線装置の維持管理行う。（通信指令装置システム更新：Ｈ26 年度完了） 

期 待 さ れ る 

効 果 
住民の安全・安心を守るため、より確実な通信指令業務及び迅速な出動の確保。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

8,344 4,602 529 27,140 30,087 70,702 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
消防防災施設等整備費補助金 県 1/6（Ｈ26 年度のみ） 

重要業績評価指標(KPI) 平均現地到着時間 
現況値(H27) 8 分 24 秒 

目標値(H32) 8 分 00 秒 
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（２）政策分野「結びつきやネットワークの強化」に係る取り組み 

 

 

 

取 組 コ ー ド  2-ア-(ア) 取り組みの方向 地域公共交通の確保と効率的な運用 

（取組内容） 市民ニーズの把握に努め、地域公共交通の利便性の向上と効率的な運用を図る。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、既存の地域公共交通の利用を促進するとともに、効果・効率的な交通

体系の構築を図る。 

（ｂ） 連携地域においては、中心地域と一体となって地域公共交通の利用を促進する。 

       

事 業 コ ー ド 2-ア-(ア)-1     市 民 協 働 課 

事 業 名 バス事業（コーちゃんバス事業） 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 通院や買い物、公共施設等への利用の利便を図るため、コミュニティバスを運行する。 

期 待 さ れ る 

効 果 

市民の日常生活における交通手段の確保を図る。特に、高齢者、障害者、通学児童、生徒、通勤者の日常生活の

移動手段を確保する。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

53,780 49,910 53,570 67,423 67,423 292,106 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) コミュニティバス利用者数 
現況値(H27) 79,946 人 

目標値(H32) 87,800 人 

 

アア  地地域域公公共共交交通通  
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取 組 コ ー ド  2-イ-(ア) 取り組みの方向 地域情報の連携強化 

（取組内容） 多様な情報を組み合わせた地図情報システムを活用し、市民と双方向で情報交換できる仕組みを構築する。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、ウェブサイトを通じた市民への情報提供量を増やし、地域情報の発信

力を高める。 

（ｂ） 連携地域においては、情報システムを積極的に利用し、情報システムの充実に努める。 

       

事 業 コ ー ド 2-イ-(ア)-1     企 画 政 策 課 

事 業 名 ユビキタスタウン構想推進事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
 電子地図（基盤地図）の上にデジタル化された地理空間情報と一体となった、いろいろな情報（都市計画、防災、

消防、公共施設）を統合的に管理し、市民へ行政情報等を提供する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
 効率的に行政情報を提供することにより、市民の安心安全な生活を確立する。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

0 1,063 996 1,244 996 4,299 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 地図情報システムアクセス件数 
現況値(H27) 15,305 件 

目標値(H32) 16,200 件 

 

イイ  デデジジタタルル・・デディィババイイドドのの解解消消へへ向向けけたたＩＩＣＣＴＴイインンフフララ整整備備  
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基 本 目 標 現 況 値 ( H 2 7 ) 目 標 値 ( H 3 2 ) 

湖西警察署管内交通事故の年間発生件数 369 件 305 件 

 

取 組 コ ー ド  2-ウ-(ア) 取り組みの方向 基幹道路ネットワーク及び生活幹線道路の整備 

（取組内容） 交通の利便性を高め、地域や各産業分野の活性化に役立つ道路を効率的に整備する。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、国道・主要幹線道路と接続する道路や通学路に指定されている道路等

の整備により、道路機能の充実や歩行者等の安全確保に努める。 

（ｂ） 
連携地域においては、国道や主要幹線道路と接続する道路整備により、道路環境の向上を図

る。 

       

事 業 コ ー ド 2-ウ-(ア)-1     土 木 建 設 課 

事 業 名 小名川 12 号線道路改良事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 歩行者の安全と利便性の向上のため、歩道の整備を行う。 

期 待 さ れ る 

効 果 

本路線を整備することにより、鷲津駅周辺の幹線道路との連続性が確保され、病院利用者を含む歩行者の安全と

利便性の向上を図る。（Ｈ27 年度事業完了） 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

54,502 23,493 39,172   117,167 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
社会資本整備総合交付金（防災・安全） 国 5.5/10 

重要業績評価指標(KPI) 小名川 12 号線における交通事故発生件数 
現況値(H27) 1 件 

目標値(H32) 0 件 

       

事 業 コ ー ド 2-ウ-(ア)-2     土 木 建 設 課 

事 業 名 新居弁天 IC 取付道路整備事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 浜名バイパス IC の整備に併せて取付道路の整備を行う。 

期 待 さ れ る 

効 果 

浜名バイパス新居弁天インターのフルインター化に合わせ、取付道路の市道松山弁天線の整備を行うことによ

り、利用者の安全と利便性の向上を図る。（Ｈ26 年度事業完了） 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

32,698 65,064    97,762 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
社会資本整備総合交付金（都市再生整備事業） 国 4/10 

重要業績評価指標(KPI) 新居弁天ＩＣ付近における交通事故発生件数 
現況値(H27) 3 件 

目標値(H32) 0 件 

ウウ  道道路路等等のの交交通通イインンフフララのの整整備備  
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事 業 コ ー ド 2-ウ-(ア)-3     土 木 建 設 課 

事 業 名 新所原笠子線道路改良事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 新所原駅南口開設に伴い、歩行者の安全と利便性の向上のため、歩道の整備を行う。 

期 待 さ れ る 

効 果 

本路線を整備することにより、利用者の利便性の向上及び地域の交通安全が図られるとともに、地域の道路ネッ

トワークが構築される。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

  5,353 5,600 40,000 50,953 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
社会資本整備総合交付金（防災・安全） 国 5.5/10 

重要業績評価指標(KPI) 新所原笠子線における交通事故発生件数 
現況値(H27) 2 件 

目標値(H32) 0 件 

 

取 組 コ ー ド 2-ウ-(イ) 取り組みの方向 駅周辺整備の推進 

（取組内容） 鉄道等の公共交通の利用促進を図るため、駅周辺を整備する。 

（機能分担） 

（ａ） 中心地域においては、駅周辺を整備し、公共交通の利用促進を図る。 

（ｂ） 
連携地域においては、駅周辺の活性化に努めるとともに、圏域内で調和のとれた住み良いま

ちづくりを進める。 

       

事 業 コ ー ド 2-ウ-(イ)-1     都 市 計 画 課 

事 業 名 新所原駅周辺まちづくり事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 南北自由通路新設及び橋上駅舎を整備するとともに、駅前広場などの駅周辺施設の整備を図る。 

期 待 さ れ る 

効 果 
新所原駅周辺の整備を推進することにより、交通利便性の良いまち、安心安全なまちづくりを行う。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

243,905 637,510 689,929 1,392,789 687,118 3,651,251 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
社会資本整備総合交付金 国 5.5/10、4/10 

重要業績評価指標(KPI) 新所原駅乗降客数 
現況値(H26) 1,352,010 人 

目標値(H32) 1,400,000 人 
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基 本 目 標 現 況 値 ( H 2 7 ) 目 標 値 ( H 3 2 ) 

観光交流客数 674,933 人 763,000 人 

 

取 組 コ ー ド  2-エ-(ア) 取り組みの方向 歴史・文化資源等を活用した交流の促進 

（取組内容） 
歴史・文化的資源を活用・整備し、地域や団体などとも連携しながら生涯学習や学校の総合学習などに役立て、

資源の有効利用を図る。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、地域固有の貴重な資源として次世代に継承しつつ、魅力ある資源の情

報を発信し、圏域内全体への浸透を図る。 

（ｂ） 
連携地域においては、新居関所を中心に資源の情報を発信し、地域固有の貴重な資源として

次世代に継承しつつ、圏域内全体への浸透を図る。 

       

事 業 コ ー ド 2-エ-(ア)-1     都 市 計 画 課 

事 業 名 新居関所周辺まちづくり事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
新居関所の歴史的町並みに相応しい景観を生かしたまちづくりを進めるため、補助金交付要綱に基づき、建築物

等に対し補助金を交付する。 

期 待 さ れ る 

効 果 

歴史的町並みを活用し、誇りを持てるまちや美しい・心地よい空間を形成し、交流人口の増大や地域の活性化を

図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

8,569 61 508 4,154 4,500 17,792 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 補助金申請件数 
現況値(H27) 1 件 

目標値(H32) 2 件 

       

事 業 コ ー ド 2-エ-(ア)-2     文 化 課 

事 業 名 新居関跡保存整備事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
新居関跡保存整備として、大御門西側の枡形の整備及び大御門・船会所・女改め長屋・土蔵等の復元整備を実施

する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
国特別史跡の新居関跡の整備を進め、江戸時代後期の新居関所の歴史的空間を再現し、後世に伝える。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

64,383 119,621 2,027 6,232 6,767 199,030 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 

国宝重要文化財等保存整備費補助金 国 1/2 

静岡県文化財保存費補助金 県 国庫補助残額の 1/3 以内 

重要業績評価指標(KPI) 新居関所史料館来館者数 
現況値(H27) 36,655 人 

目標値(H32) 60,000 人 

エエ  地地域域内内外外のの住住民民ととのの交交流流・・移移住住促促進進  



湖西市定住自立圏共生ビジョン 

 46 

 

取 組 コ ー ド  2-エ-(イ) 取り組みの方向 再来型・滞在型観光の促進 

（取組内容） 
宿場町や地域の伝統・文化などを組み合わせ、観光協会や地域、団体などと協力しながら、産業の発展や交流に

よる活力を生み出す。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、観光ニーズの把握、観光ボランティアなどの育成、観光情報の発信に

努める。 

（ｂ） 
連携地域においては、観光ボランティアなどへ積極的に参加するとともに、観光情報の発信

に努める。 

       

事 業 コ ー ド 2-エ-(イ)-1     商 工 観 光 課 

事 業 名 観光振興事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 

静岡県内や県西部地区、浜名湖を中心に浜松市、各地域の観光協会、各種団体と協調し浜名湖観光圏事業を中心

とした観光行政を展開し、ブランド観光地域づくりをすすめる。また、湖西おいでん祭やウォーキングイベントを

開催する。 

期 待 さ れ る 

効 果 
市内観光施設及び宿泊施設の入込客数増加を図る。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

7,777 7,358 9,132 8,149 8,100 40,516 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 観光交流客数 
現況値(H27) 674,933 人 

目標値(H32) 763,000 人 
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（３）政策分野「圏域マネジメント能力の強化」に係る取り組み 

 

 

 

基 本 目 標 現 況 値 ( H 2 7 ) 目 標 値 ( H 3 2 ) 

市の職員に満足していると答える市民の割合 18.2％ 40％ 

 

取 組 コ ー ド 3-ア-(ア) 取り組みの方向 研修・交流等による職員のマネジメント能力の養成 

（取組内容） 地域の課題解決に向けて、政策形成能力を持つ職員の育成に取り組む。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域における地域課題の解決や政策形成・実行能力の強化のため、実践的な研修を実施

し、職員の自己啓発の意識を助成する。 

（ｂ） 
連携地域における地域特有の課題解決と、中心地域との必要な平準化を図るため、職員の政

策形成能力等の育成強化に向けた人材の育成を図る。 

       

事 業 コ ー ド 3-ア-(ア)-1     総 務 課 

事 業 名 職員研修事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 
人材育成方針に基づき、職員の資質及び公務能率の向上を目指し、研修計画を策定し、階層別研修、専門研修、

特別研修、自主研修等により実施する。 

期 待 さ れ る 

効 果 

地域課題の解決のため、市民との協働を意識した政策形成能力を身につけるとともに、必要な知識や技術、意識

の取得を図り、市民に信頼され、市民のためのまちづくりに貢献する。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

5,656 5,312 7,290 9,286 9,286 36,830 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 専門研修（公募・推薦）、自主研修受講者数 

現況値(H27) 95 人 

目標値(H32) 105 人 

 

アア  人人材材のの育育成成  
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基 本 目 標 現 況 値 ( H 2 7 ) 目 標 値 ( H 3 2 ) 

NPO 法人の数 14 団体 20 団体 

 

取 組 コ ー ド 3-イ-(ア) 取り組みの方向 市民活動の推進 

（取組内容） 
各種団体などへの活動支援や活動の場づくりを進めるほか、地域間の連携強化や相互交流などにより圏域全体の

ネットワークを構築する。 

（機能分担） 

（ａ） 
中心地域においては、各種団体の設立や活動を支援するとともに、圏域内の他の市民活動団

体との連携強化を図るための支援を行う。 

（ｂ） 連携地域においては、各地域の連携を深めた市民活動への参画・協働を推進する。 

       

事 業 コ ー ド 3-イ-(ア)-1     市 民 協 働 課 

事 業 名 協働のまちづくり推進事業 関 係 地 域 名 全圏域 

事 業 概 要 

市民活動センターを活用した、まちづくりの環境整備や人材育成を進める。また、「緑寿の集い」により、退職

後の市民活動への啓発を行う。行政と市民等との協働を促進するため、職員研修を開催し、職員の協働に対する理

解を深める。 

期 待 さ れ る 

効 果 

地域や市民活動団体の活動が活性化することにより、市民がまちづくりに参画し、多様化する市民ニーズに応え

ることができる。 

事 業 費 

（ 千 円 ） 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

5,113 5,327 5,425 5,669 5,669 27,203 

国県補助事業等の名称、 

補助率等 
 

重要業績評価指標(KPI) 市民活動センター登録団体数 
現況値(H27) 33 団体 

目標値(H32) 70 団体 

 

 

イイ  外外部部人人材材のの確確保保・・連連携携  
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（４）事業一覧 

項目 事業名 区域 
事 業 費   (単位：千円) 補助金等 

特定財源 H25 H26 H27 H28 H29 計 

１ 政策分野「生活機能の強化」         

 ア 医療 （ア） 地域医療体制の充実         

   1 初期救急医療体制整備事業 全圏域 4,636 4,701 4,636 4,636 4,636 23,245  

   2 救急医療体制強化促進事業 全圏域 15,522 15,557 15,593 15,558 15,558 77,788  

   3 病院事業（高度医療） 全圏域 812,537 758,000 1,016,400 1,017,400 1,017,400 4,621,737  

  
（イ） 疾病の予防及び健康づくりの

支援 
        

   1 生活習慣病健診事業 全圏域 73,017 75,752 83,342 83,403 83,403 398,917 

健康増進事業

費補助金 

疾病予防対策

費等補助金 

 イ 福祉 （ア） 子育て支援体制の充実         

   1 子育て支援センター運営事業 全圏域 5,072 4,825 7,263 8,765 8,800 34,725  

  （イ） 高齢者の福祉環境の整備・充実         

   1 高齢者バス利用料金助成事業 全圏域 2,756 3,237 3,564 3,846 4,500 17,903  

   
2 デイサービスセンター建設費

借入金償還費補助 
全圏域 1,304 1,282 1,260 1,238 1,216 6,300  

 ウ 教育 （ア） 生涯学習の場の提供         

   1 放課後子ども教室推進事業 全圏域 3,251 2,788 2,500 3,845 3,845 16,229 

放課後子ども

教室推進事業

費補助金 

   2 講座及び催し物 全圏域 2,000 1,947 1,932 2,028 2,028 9,935  

  （イ） 教育・スポーツ環境の充実         

   1 特別支援教育推進事業 全圏域 30,575 33,082 33,113 36,608 39,008 172,386  

   2 新居社会体育施設管理運営事業 全圏域 195,370 403,915 16,821 19,246 19,246 654,598 
社会資本整備

総合交付金 

 エ 土地利用 

（ア） 市街化区域内未利用地の利用

促進及び市街化調整区域への地区計画

の導入 

        

   1 組合土地区画整理事業事務費 全圏域 920 684 1,527 22,481 22,000 47,612  

  （イ） 耕作放棄地の解消に向けた対策         

   1 農業経営基盤強化促進対策事業 全圏域 5,280 9,726 10,282 23,025 23,025 71,338 

担い手育成総

合対策事業費

補助金 

経営所得安定

対策推進事業

補助金 

 オ 産業振興 
（ア） 6次産業化への支援及び地域ブ

ランドの発掘 
        

   1 農業・畜産・水産業振興事業 全圏域 4,528 6,335 7,100 9,926 9,926 37,815 

農業経営基盤

強化資金利子

助成事業費補

助金 

   2 道の駅潮見坂管理運営事業 全圏域 26,262 27,522 27,877 29,495 28,998 140,154  

  
（イ） 商業エリアの活性化及び商業

経営基盤の強化支援 
        

   1 商工業振興事業 全圏域 38,653 39,944 76,642 40,988 40,988 237,215  

  
（ウ） 企業立地の推進及び企業の支

援・育成 
        

   1 中小企業事業資金融資事業 全圏域 278,855 182,982 103,020 61,656 20,000 646,513  

   2 企業立地促進事業 全圏域 249,569 186,715 243,857 288,188 217,790 1,186,119 
地域産業立地

事業費補助金 
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項目 事業名 区域 
事 業 費   (単位：千円) 補助金等 

特定財源 H25 H26 H27 H28 H29 計 

 カ 環境 （ア） 新エネルギー等の導入支援         

   1 環境にやさしいエネルギー普及事業 全圏域 15,744 15,542 9,149 15,437 10,000 65,872  

  
（イ） 環境負荷の少ない資源循環型

社会の構築 
        

   1 ごみ減量化推進事業 全圏域 39,494 40,139 52,314 53,221 53,221 238,389  

  （ウ） 生活排水の浄化         

   1 合併処理浄化槽補助事業 全圏域 57,225 55,451 53,192 59,750 59,800 285,418 

循環型社会形

成 推 進 交 付

金、生活排水

改善対策推進

事業費補助金 

   2 し尿処理費 全圏域 120,769 352,700 528,724 462,396 136,951 1,601,540  

 キ 防災・消防 
（ア） 地震・津波に対する防災・減

災まちづくり 
        

   1 防災推進事業 全圏域 18,847 19,778 3,215 4,623 4,650 51,113 

緊急地震・津

波対策等交付

金 

   2 自主防災振興事業 全圏域 19,810 18,200 15,607 17,238 21,000 91,855 

緊急地震・津

波対策等交付

金 

   3 地震対策事業 全圏域 445,536 148,474 252,216 201,440 138,800 1,186,466 

社会資本整備

交付金（都市

防災総合推進

事業） 

緊急地震・津

波対策等交付

金 

地震津波対策

事業交付金 

  
（イ） 市民の生命や財産を守る消防

力の強化 
        

   1 消防団拠点施設整備事業 全圏域 103 0 17,858 83 22,880 40,924 

緊急地震・津

波対策等交付

金 

   2 通信指令装置整備事業 全圏域 8,344 4,602 529 27,140 30,087 70,702 

消防防災施設

等整備費補助

金 

 小計 １ 2,475,979 2,413,880 2,589,533 2,513,660 2,039,756 12,032,808  
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項目 事業名 区域 
事 業 費   (単位：千円) 補助金等 

特定財源 H25 H26 H27 H28 H29 計 

２ 政策分野「結びつきやネットワークの強化」         

 
ア 地域公共

交通 

（ア） 地域公共交通の確保と効率的

な運用 
        

   
1 バス事業 

（コーちゃんバス事業） 
全圏域 53,780 49,910 53,570 67,423 67,423 292,106  

 
イ  デ ジ タ

ル・ディバイ

ドの解消へ向

けたＩＣＴイ

ンフラ整備 

（ア） 地域情報の連携強化         

  
1 ユビキタスタウン構想推進事

業 
全圏域 0 1,063 996 1,244 996 4,299  

 

ウ 道路等の

交通インフラ

の整備 

（ア） 基幹道路ネットワーク及び生

活幹線道路の整備 
        

   1 小名川12号線道路改良事業 全圏域 54,502 23,493 39,172   117,167 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（防災・安全） 

   2 新居弁天IC取付道路整備事業 全圏域 32,698 65,064    97,762 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（都市再生整

備事業） 

   3 新所原笠子線道路改良事業 全圏域   5,353 5,600 40,000 50,953 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（防災・安全） 

  （イ）駅周辺整備の推進         

   1 新所原駅周辺まちづくり事業 全圏域 243,905 637,510 689,929 1,392,789 687,118 3,651,251 
社会資本整備

総合交付金 

 

エ 地域内外

の住民との交

流・移住促進 

（ア） 歴史・文化資源等を活用した

交流の促進 
        

   1 新居関所周辺まちづくり事業 全圏域 8,569 61 508 4,154 4,500 17,792  

   2 新居関跡保存整備事業 全圏域 64,383 119,621 2,027 6,232 6,767 199,030 

国：国宝重要

文化財等保存

整備費補助金 

県：静岡県文

化財保存費補

助金 

  （イ） 再来型・滞在型観光の促進         

   1 観光振興事業 全圏域 7,777 7,358 9,132 8,149 8,100 40,516  

 小計 ２ 465,614 904,080 800,687 1,485,591 814,904 4,470,876  

 

項目 事業名 区域 
事 業 費   (単位：千円) 補助金等 

特定財源 H25 H26 H27 H28 H29 計 

３ 政策分野「圏域マネジメント能力の強化」         

 
ア  人材の

育成 

（ア） 研修・交流等による職員のマネ

ジメント能力の養成 
        

   1 職員研修事業 全圏域 5,656 5,312 7,290 9,286 9,286 36,830  

 

イ  外部人

材の確保・連

携 

（ア） 市民活動の推進         

   1 協働のまちづくり推進事業 全圏域 5,113 5,327 5,425 5,669 5,669 27,203  

 小計 ３ 10,769 10,639 12,715 14,955 14,955 64,033  

 

合計（１＋２＋３） 2,952,362 3,328,599 3,402,935 4,014,206 2,869,615 16,567,717  
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４４  湖湖西西市市定定住住自自立立圏圏共共生生ビビジジョョンンのの策策定定経経過過 
 

平成20年12月26日 総務省が定住自立圏構想推進要綱を制定 

平成22年 3月23日 湖西市と浜名郡新居町と合併 

平成23年 4月 1日 
新・湖西市総合計画「市民協働で創る『市民が誇れる湖西

市』」がスタート 

平成24年12月 4日 「湖西市定住自立圏中心市宣言」を公表 

平成25年 1月31日 静岡県等が主催で「定住自立圏研修会」を湖西市で開催 

平成25年 3月21日 「湖西市定住自立圏形成方針」を議決・公表 

平成25年 7月 8日 湖西市定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催（第1回） 

平成25年 8月27日 湖西市定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催（第2回） 

平成25年 9月30日 湖西市定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催（第3回） 

平成25年10月 1日 
湖西市定住自立圏共生ビジョン(案)のパブリックコメント

を実施（～平成25年10月11日） 

平成25年10月21日 湖西市定住自立圏共生ビジョン策定 

平成2 6年 9月 2 9日 湖西市定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催（第4回） 

平 成 2 7 年 9 月 7 日 湖西市定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催（第5回） 

平成2 8年 9月 2 3日 湖西市定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催（第6回） 

平成2 9年 2月 2 0日 湖西市定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催（第7回） 
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５５  定定住住自自立立圏圏共共生生ビビジジョョンン懇懇談談会会委委員員名名簿簿 
 

分 野 氏 名 備 考 

学 識 経 験 者 竹 島 清 一 湖西市自治会連合会長 

医 療 伊 藤  健 湖西市医師会長 

福 祉 彦 坂  克 巳 特別養護老人ホーム光湖苑 

教 育 袴 田  雄 司 湖西市教育委員会委員 

産 業 振 興 柴 田 和 利 湖西市商工会 

産 業 振 興 内 山 安 弘 新居町商工会、新居町観光協会 

環 境 松山 喜代志 湖西環境保全協議会 

地域公共交通 高 林 宏 明 湖西市地域公共交通会議 

交流・移住促進 飯田 のり子 NPO 法人新居まちネット 

公 募 井川 まゆみ 湖西市消防団(女性分団) 

公 募 石 田  基 彦 JA とぴあ浜松青壮年部部長 

 (敬称略) 
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用用語語解解説説((5500音音順順))  

用語 説明 

ICT 

Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。

IT 技術（コンピューターやインターネット技術）の総称であり、特

に公共サービスの分野において使われる。 

インフラ 

一般的には上下水道や道路などの社会基盤のこと。IT の世界では、

何らかのシステムや事業を有効に機能させるために基盤として必

要となる設備や制度などのこと。 

NPO Non Profit Organization の略語で利益を目的としない組織。 

観光交流客数 観光レクリエーション（日帰り観光）客数と宿泊客数。 

KPI 
Key Performance Indicator の略語で政策ごとの達成すべき成果

目標。重要業績評価指標。 

耕作放棄地 

農林業センサスにおいて、以前耕地であったもので、過去１年以上

作物を栽培せず、しかもこの数年の間に再び耕作する考えのない土

地。 

コージェネレーシ

ョンシステム 

熱源より電力と熱を生産し供給するシステムの総称。 

発電する際に発生する熱を給湯に利用するシステムなど。 

再来型観光 再び湖西市に訪れたいと感じてくるリピーター観光のこと。 

市街化区域 

市街地として積極的に整備する区域で、用途地域等を指定し、道路

や公園、下水道等の整備を行い、住宅や店舗、工場など計画的な市

街化を図る区域。 

市街化調整区域 
市街化を抑制し、優れた自然環境等を守る区域として、開発や建築

が制限されている区域。 

指定管理者制度 

それまで地方公共団体やその外郭団体に限定していた公の施設の

管理・運営を、株式会社をはじめとした営利企業・NPO 法人・市民

グループなど、法人その他の団体に包括的に代行させることができ

る制度。 

市民協働 
自治会だけでなく、市民や事業者、市民活動団体などみんなで一緒

に住みやすいまちをつくること。 

就業人口 

就業者とは、15歳以上の者のうち、収入を得ることを目的とした仕

事に従事している有業者（従業者）のことをいい（仕事をもってい

るが休んでいる休業者も含まれる）、そうでない者を無業者という。 

新エネルギー 

利用し続けても枯渇することがなく、環境への負荷も少ないエネル

ギー資源。風力発電・太陽光発電・地熱発電・バイオマスエネルギ

ーなど。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E6%96%B9%E5%85%AC%E5%85%B1%E5%9B%A3%E4%BD%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%96%E9%83%AD%E5%9B%A3%E4%BD%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%BD%E8%A8%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/NPO
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B3%95%E4%BA%BA
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用語 説明 

人口集中地区 

国勢調査において設定される統計上の地区で、人口密度が4,000人

/km²以上の基本単位区が互いに隣接して人口が5,000人以上となる

地区。 

浸水深 
洪水や内水氾濫、津波などによって、市街地や家屋、田畑が水で覆

われる「浸水」の際に、地面から水面までの高さ（深さ）。 

滞在型観光 

滞在型観光とは、一箇所に滞在し、滞在地で静養や体験型を始めと

したレジャーを楽しむこと、またはそこを拠点に周辺の観光を楽し

むレジャー形態のこと。 

達人録 社会教育課で生涯学習の講師・指導を行う人材を登録したリスト。 

デジタル・ディバ

イド 

パソコンやインターネットなどの情報技術(IT)を使いこなせる者

と使いこなせない者の間に生じる、待遇や貧富、機会の格差。 

南海トラフ巨大地

震 

静岡県の駿河湾から九州東方沖まで続く深さ約4000メートルの海

底のくぼみ（トラフ）で起こる連動型地震。 

マネジメント 

様々な資源や資産・リスクなどを管理・評価・分析・選択・改善・

回避・統合・計画・調整・指揮・統制・組織化し、経営上の効果を

最適化しようとする手法のこと。 

ユビキタスタウン

構想 

ICT関連技術を集中的、効果的に活用して、市民生活の利便性の向

上や、安心・安全を実感できるまちづくりを目指そうとする構想。 

要支援・要介護認

定者 

介護保険制度において、家事や身支度等の日常生活に支援が必要に

なった状態（要支援状態）、寝たきりや痴呆等で常時介護を必要と

する状態（要介護状態）になった場合に審査会で状態を認定された

もの。 

流出人口 湖西市から他の地域へ通勤・通学する人口。 

流入人口 他の区域から湖西市へ通勤・通学する人口。 

レベル１ 発生頻度が比較的高い（Ｍ８級）の地震。 

レベル２ 発生頻度は極めて低いが最大級（Ｍ９級）の地震。 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%8B%A2%E8%AA%BF%E6%9F%BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E5%8F%A3%E5%AF%86%E5%BA%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E5%8F%A3
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